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平 千亜紀, 富樫 花織, 押方 智子, 斉藤 容加, 中村 智美



【目的】
　当院では院内静脈注射実施基準を定め、静脈注射教育
プログラムを実施し、法的解釈と日本看護協会の「看護
者の倫理要綱」及び「静脈注射に関する指針」に基づき
レベル 2 までを実施している。さらに、看護師の専門性
の向上と役割の拡大が検討され、一定以上の臨床経験を
有し、かつ、専門の教育を受けた看護師が実施するレベ
ル 3 の実施に向けた取り組みが行われている。そこで、
MRI 造影剤静脈注射を「看護師による静脈注射の実施
範囲」レベル 3 に位置付け、看護師の教育体制を整備し
た。今回、コアメンバーの育成を目標に教育プログラム
を検討・実施したので報告する。

【方法】
１）対象：放射線従事者教育訓練及び院内の静脈注射研
修Ⅰ・Ⅱ・Ⅲを受講済の看護師７名
２）期間：2012 年 5 月～ 2013 年 5 月
３）方法：教育プログラムの実施：6 項目（① CT・
MRI の基礎②緊急時の対応③造影剤血管外漏出の対応
④感染管理⑤放射線看護⑥造影剤静脈注射の実際）計
300 分の講義により構成。受講できない場合は、ビデオ
での履修も可能とした。②では医師・診療放射線技師と
ともにシミュレーションも実施した。
４）評価方法：MRI 造影剤静脈注射評価表を用いて行う。
評価は「A：理解している」「B：理解不足がある」とし、
全項目の 80％以上「A」で「実施可能」とした。
５）倫理的配慮：文書で個人が特定されないこと、今後
の業務や個人に不利益が生じないことを説明し、自由意
思で研究の同意を得た。

【結果】
　教育プログラムに添って 6 項目 9 講義を実施した。講
義の平均参加率は 66.6％であったが、DVD 視聴で全員
が全講義を受講した。評価は記述式のプレテスト実施後
内容を検討し、面接と実技での評価とした。結果全員が

「実施可能」となった。実際の業務内で、頭部 MRI で医
師が肝細胞特異的造影剤をオーダーし、看護師が間違い
を発見し誤投与を未然に防ぐことができた事例があっ
た。

【考察】
　当ナースステーションは他の検査室も管轄しており、
MRI に配置になることがほとんどない看護師もいるた
め、コアメンバーを設定し、教育の強化を図ったことは
効果的であった。教育プログラムの内容は MRI 静脈注
射実施に充分な知識が得られる内容であり、実際にイン
シデントを未然に防ぐ事が出来たのも、造影剤の知識を
習得した結果と言える。しかし、各講義内容の一部が重
複する部分があったことや、緊急対応のシミュレーショ
ンは、繰り返し実施することで、知識と技術の強化が図
られるため、教育プログラム内容の再検討の必要性が示
唆された。プレテストの結果から、個人の理解状況が把
握でき、評価者が同じ基準で評価できるように内容を検
討したことで、評価にばらつきが出ず、評価の質の担保
につながると考える。また、今後の課題として、コアメ
ンバー以外のスタッフや新任者への教育、全体の知識更
新のため、継続可能なプログラムと評価方法の検討が必
要であると考える。

【結語】
１．教育プログラムにより MRI 造影剤静脈注射に必要

な知識の習得ができ、コアメンバーの育成ができた。
２．MRI 造影剤静脈注射の知識習得によりインシデン

トを未然に防ぐことができた。
３．継続可能なプログラムと評価方法の再検討必要性が

示唆された。
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